









・使用動物：Sprague-Dawley系 SPFラット（雌 25匹 /群，11～ 14週齢で交配）














7 20 13 17 13 採血ポイント： 
Item E2 VK1 VK1 2, 3 
- epoxide 
FII FVII FIX FX FXII FIB APTT PT ATIII 
Pregnant             









・   妊娠が進むにつれて血中の E2および VKレベルが上昇し，それらに相応して VK依存性因子の活性が増加し
ていることが明らかとなった。E2による VKの吸収促進［4］と肝臓での VK依存性因子の活性化が関与し
ているものと推察された。
・   妊娠中の FIBの高値は，mRNA発現の亢進［1］によるものと考えられた。
・   一方，内因性経路の初期反応を関わる FXII活性は妊娠後期には低値を示し，APTTもやや延長した。これら
は血栓形成など過度の凝固亢進を防ぐための生体の適応性変化かもしれない。
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